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資
料
紹
介

炎
涼
岸

女
開
科
惇

知
不
足
清
原
本
批
貼
柳
粛
志
異

解’
題

耐

藤

賢

田

「
炎
涼
岸
」
刊
本

朋

表
紙
大
き
さ
縦
二
二
・
二
糎
、
横
二
了
六
糎
。
全
一
二
八
丁
、
内
白

衣
二
丁
、
第
二
同
末
に
落
了
が
あ
る
。
外
題
は
「
生
花
夢
」
と
墨
書
し
、

巻
頭
目
録
題
並
び
に
内
題
は
「
新
編
清
平
話
史
炎
涼
岸
」
と
題
す
。
目
録

題
下
に
「
生
花
夢
」
、
内
題
下
に
「
生
花
夢
三
集
」
と
夫
々
小
字
で
刻
し
、

ま
た
改
行
し
て
「
蛾
川
主
人
編
衣
」
「
青
門
逸
史
知
評
」
と
二
行
に
見
え

て
い
る
。
本
文
は
左
右
双
遁
、
無
界
、
匡
郭
縦
一
八
・
五
糎
、
横
一
一
・

一
糎
、
毎
牢
葉
八
行
、
毎
行
ニO
字
、
同
毎
に
丁
付
が
改
ま
る
。
版
心
は

白
口
で
、
丁
数
、
同
教
の
外
に
「
炎
涼
岸
」
と
刻
し
て
あ
る
。
所
蔵
印
は

風
月
堂
津
田
一
粛
の
「
奨
疑
粛
蔵
書
」
、
競
書
家
渡
遁
刀
水
の
「
刀
水
書
屋

所
蔵
圃
書
記
」
「
快
馬
渡
水
」
の
各
方
形
朱
印
。

本
書
は
清
代
の
全
八
同
の
通
俗
小
説
で
、
撰
者
は
不
明
。
わ
が
園
の
寛

政
辛
亥
（
一
七
九
一
）
議
行
の
秋
水
園
主
人
「
小
説
宇
棄
」
の
援
引
書
目

に
「
炎
冷
岸
」
と
い
う
書
名
が
み
え
る
が
、
ご
れ
は
本
書
と
同
じ
も
の
で

あ
ろ
う
。
孫
措
第
「
中
園
通
俗
小
説
書
目
」
（
新
版
）
に
よ
る
と
、
大
連
闘

孫
氏
の
書
目
に
は
別
に
、
「
古
呉

蛾
川
主
人
編
衣
」
「
青
門
逸
史
知
評
」
と
題
し
、
青
門
逸
史
の
序
（
奨
丑

の
序
で
あ
る
が
、
こ
の
年
が
薙
正
一
一
年
〈
一
七
三
三
〉
に
嘗
る
こ
と
が
、

書
館
に
こ
の
書
の
日
本
抄
本
が
あ
る
。

前
記
「
小
説
宇
葉
」
の
護
行
の
年
が
乾
隆
五
八
年
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

決
定
さ
れ
る
）
の
あ
る
「
生
花
夢
」
（
四
巻
二
一
同
）と
い
う
刊
本
の
名

が
見
ら
れ
る
か
ら
、
「
生
花
夢
」
と
は
叢
刻
の
穂
名
で
、
「
炎
涼
岸
」
は
そ

の
第
三
集
で
あ
っ
た
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
世
態
人
情
の

軽
薄
を
主
題
と
し
た
一
種
の
離
合
集
散
物
語
で
、
初
め
に
、
豆
腐
屋
の
娘

と
結
婚
す
べ
き
運
命
に
あ
っ
た
貴
公
子
が
そ
の
結
婚
を
嫌
い
家
来
の
好
策

で
娘
を
殺
さ
せ
る
が
、
死
ん
だ
と
思
っ
た
娘
は
盗
賊
の
手
で
助
け
ら
れ
、

後
に
貴
公
子
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、
公
子
は
一
度
陰
檎
を
破
っ
た
た

め
に
冥
罰
を
受
け
て
死
ぬ
と
い
う
入
話
が
あ
る
。
本
筋
は
、
田
舎
の
金
持



の
鴻
闘
士
が
自
分
の
立
身
出
世
を
思
っ
て
撫
院
吏
書
の
哀
七
一

裏
と
交
を
結

び
腹
中
の
子
供
同
志
の
結
婚
の
誓
を
た
て
る
が
、
鴻
が
準
士
に
な
る
と

、

震
と
の
身
分
の
懸
隔
を
嫌
い、

義
弟
の
好
策
で
以
前
の
誓
を
破
棄
し
、

そ

れ
が
原
因
と
な
っ
て
衣
々
に
事
件
が
起
り
、
震
一
家
は
夫
婦、

親
子
が
離

散
す
る
う
き
目
に
遭
う
が

、

後
に
哀
は
皇
帝
の
目
に
止
っ
て
出
世
し
、
鴻

は
官
位
を
減
等
さ
れ
、
哀
の
子
も
出
世
し
て
、
父
母
の
命
に
背
い
て
尼
と

な
り
義
を
守
っ
て
い
た
鴻
の
娘
と
め
で
た
く
結
婚
す
る
と
い
う
話
で
、
明

の
弘
治

、

正
徳
年
間
の
事
と
し

て
語
ら
れ
て
い
る
。
全
八
問
中

、

震
の
妻

が
盗
賊
の
危
難
に
遭
遇
す
る
第
三
同
は

「
粉
粧
棲
全
惇
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
場
面
特
換
の
巧
妙
さ
で
、
通
俗
小
説
と
し
て
の
著
し
い

数
果
を
奉
げ
て
い
る
。
本
書
は
慶
臆
義
塾
大
皐
闘
書
館
の
所
蔵
で
あ

る
。

「
女
開科
博
」
刊
本

四
目｝

表
紙
大
き
さ

縦
二
二
二
二
一
粧

、

横
一
二
・
六糎
。
藍
色
紙
の
題
実
に
「
女

春

（夏
、
秋
、
各
）
」と
金
泥
で
書
か
れ

口
園
、

開
科
樽
伊
産
州
減
（
印
）

て
い
る
。
第
一
加
（
目
錦

、

。
。

本
文
第
一
同
l

第
三
岡
）
五
五

了
、

第
二
加
（
第
四
同
｜

第
六
同
）
五
三
丁
、
第
三
加
（
第
七
同
1

第

九
同
）
五
O
丁

、

第
四
朋
（
第

一
O
同
｜

第

一
二
同
）
五
八
了
。第
四
同
は

丁
付
は
一
九
で
あ
る
が

一
五

一
六
の
丁
付
が
同
丁
中
に

重
っ
て
い
る

た
め
賓
数
は

一
八
。
ま
た
第
一
二
同
末
に
歓
丁
が
あ
る
。
第

一
加
の
封
面

は
貰
色
紙
に
花
案
奇
問
、
女
開
科
停
、
何
必
居
梓
行
と
三
行
に
刻
す
。
巻

頭
目
録
は
有
界
、
「
女
開
科
」
と
題
し

、

次
に
改
行
し
て
二
行
に
わ
た
り

岐
山
左
臣
編
次
、
議
庵
居士
批
評
と

題
す
。
口

園
は

二
一
頁、

第

一
一
園

左
下
傍
に
「
責
順
吉
刻
」
、
第
一
二
園
右
上
傍
に
「
古
越
馬
雲
生
寓
」
と
見

え
る
。
本
文
は
左
右
双
法
、
無
界

、

匡
郭
縦
一
八
糎

、

横
一
0
・

五
糎
、



毎
半
葉
八
行
、
毎
行
一
八
字
、
同
毎
に
丁
付が改
ま
る

。

版
心
は
白

4

‘

口
、
丁
敷
、
同
教
の
外
に
「
花案
奇
聞
」
と
刻
す

。

’内
題
は
「
女
開

科
」
、
そ
の
衣
に
「
虎
丘
花
案
逸
史
」
、
そ
の
下
に
二
行
に
わ
た
り

岐
山
左
臣
編
衣
、
江
表
議
庵
参
評
と
見
え
る
。
所
蔵
印
は
柴
野
栗
山

の
「
柴
氏
蔵
書
」
と
前
掲

「
炎涼
岸
」
に
見
ら
れ
る
渡
遊
刀
水
の

印
及
び
竹
内
某
の
各
方
形
朱
印
。

本
書
も

清
人
某
撰
の
全
一
二
同
の
通
俗
小
説
で
、
四
人
の
才
子
が

詩
枇
を
作
っ
て
い
た
四
人
の
名
妓
を
み
て
異
と
し
、
出
資
し
て
衆
妓

を
集
め
て
科
場
を
聞
い
た
が
、
そ
れ
を
惑
少
ど
も
に
中
傷
さ
れ
て
地

方
に
逃
げ
後
各
々
結
ば
れ
る
と
い
う筋
の
、
一
種
の
才
子
佳
人
小
説

で
あ
る
。
前
記
の
孫
氏
の
書
目
に
よ
る
と
、
大
連
園
書
館
に
こ
の
小

説
の
名
山
緊
（
清
）
刊
本
が
あ
り
、
そ
れ
と
板
式
・
圃
が
同
じ

で
あ

る
「
新
採
奇
文
小
説
全
編
寓
餅
泉
」
（
一
二
岡
）
と
い
う
別
の
書
名
の
一
本

が
あ
り
、
ま
た
坊
間
の
「
花
陣
奇
」
（
六
同
）
も
同
一
筋
で
あ
る
と
い
う
。

女
の
科
場
を
聞
く
と
い
う
趣
向
は
他
に
見
ら

れ
ぬ
新
奇
な
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
た
め
に
世
に
喜
ば
れ
て
種
々
の
刊
本
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
孫

氏
は
日
本
賓
歴
甲

良
（
一
七

五
四
）
の
舶
載

書
目

に
見
え
る
ど
の
小
説
の

何
必
居
梓
行
本
は
未
見
で
あ
る
と
い
う
。
以
上
の
こ
と

か
ら

、

塾
園
書
館

所
蔵
の
本
書
が
珍
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
な
お

本
書
が
寛
政
三
博
士
の

一
人
柴
野
栗
山
の

欝
賊
本
で
あ
っ
た
こ
と
は

、

本

書
が
小
説
で
あ
る
だ
け
に
は
な
は
だ
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
る

。

知
不
足
粛
原
本
批
貼
附
刷新
志
具
巻
六
刊
本

加

大
き
さ

縦
一
七
・
二
糎

、

横
一
一
・

三
糎

。

表
紙
及
び
本
文
全
六
六
丁

中
の

第
一
丁
、
第
二
丁
歓
。
第
六
丁
も
一
部
分
歓
。
本
文
は
左
右
双
逸

、



唱。＼ .1了

無
界
、
匡
郭
縦
二
一
了
四
糎
、
横
九
・
一
二
糎
、
毎
宇
葉
九
行
、
毎
行

二
三
字
。
版
心
は
粗
黒
口
で
、
「
批
黙
脚
粛
志
異
」
、
篇
名
、
丁
敷
、

「
知
不
足
粛
原
本
」
と
順
に
刻
し
て
あ
る
。
所
牧
篇
及
び
そ
の
排
列

は
青
柄
亭
本
（
趨
起
呆
刻
本
）
巻
六
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
本
文
を

ご
九
五
五
年
北
京
文
事

J

原
稿
（
古
籍
赴
議
行
影
印
本
）
及
び
青
桐
亭
本
と
封
比
す
る
と
、

字
句
に
多
少
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
全
般
的
に
本
書
の
方
に
誤
が

多
い
。
「
劉
海
石
」
「
狐
聯
」
を
除
く
一
五
篇
に
は
、
他
の
刊
本
に
み

ら
れ
ぬ
何
守
奇
と
い
う
者
の
批
評
が
つ
い
て
い
る
。
飽
廷
博
の
知
不

足
粛
叢
書
中
に
志
異
は
な
い
が
、
飽
は
越
起
某
に
志
異
出
版
を
勧
め

て
出
資
し
て
い
る
人
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
も
志
異
の
紗
本
を
持
っ
て

い
て
、
そ
れ
が
本
書
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
か
子
「
選
注
聯
粛
志
異

E

三
九
五
京
年
ヒ

J

選
」
（
京
作
家
出
版
刷
）
の
注
稗
者
張
友
鶴
氏
は
そ
の
編
選
後
記
中

に
、
知
不
足
粛
本
を
底
本
と
し
、
．
そ
の
裏
封
面
に
は
青
桐
亭
本
と
稽
し
て

い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
筆
者
の
見
た
青
桐
亭
本
へ
一
九
五
六
年
事
文
印
）

／
書
館
議
行
影
印
本
、

と
塾
中
園
文
事
研
究
室
所
蔵
の
本
書
と
は
明
ら
か
に
別
本
で
あ
る
。
し
か

も
趨
起
呆
は
そ
の
掃
言
の
中
で
、
鄭
窃
難
所
蔵
の
原
稿
に
堵
っ
た
と
明
言

し
、
知
不
足
粛
に
つ
い
て
は
前
記
の
よ
う
に
出
版
勧
誘
と
出
資
の
事
賓
だ

け
し
か
記
し
て
な
い
か
ら
、
直
ち
に
張
氏
の
言
を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
q

張
氏
が
な
ぜ
知
不
足
策
本
と
稽
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
知

~i20-

り
た
い
が
、
と
も
か
く
も
右
の
矛
盾
す
る
黙
は
、
志
異
出
版
経
過
の
上
に

一
つ
の
問
題
を
投
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。


